いて 斯うした いと 云う、 局部 的な 考え は 別にない。 

従って、 社会 一般に 及ぼす 影響と か、 感化と か 云う け 

ども おのず か 

れ共、 それ も、 作物の 種類、 性質に 依って 自 〔# 底本 

の ルビ は 「おのず 匕 ら 生じて 来る ものであるから、 斯う 

云う 方面の 人 を、 斯う 云う 風に、 斯う 云う 点で 影響し 

ようと 云う の は、 茲に 判然と 具象的に 出来 上った もの 

つい ま 

に 就て 云う ことで、 それ を、 作物の 未だ 出来 上って 居 

ない 未来の ことに まて、 今茲に 判然と 云う こと は 出来 

ない。 

では 過去の 作物に まて 話せと 云う のです か。 では 

貴方の 方で 質問 を 呈出して 下さい。 それに 就て お答え 



ない。 イブセンの 作に 曲ぐ 可らざる 生命の ある もの は 

そのせ い 

其 故だろう と 思う。 所が、 バ ー ナ— ド. ショウになる 

と、 私 は 余り 多く は 読んで 居ない が、 兎に角 自分の 読 

んだ だけの 範囲で 云う と、 茲に 一 種の 哲学なら 哲学が 

あって、 それ を 現わす 為め に、 殊更な 劇 を 組み立てた 

ように 思われる。 即ち、 其 哲学に 何処まで も 囚われて 

居る。 哲学に 圧迫され た 劇で ある。 だから 其処に イブ 

センと ショ ゥ との 間に、 大 なる 差違が あるよう に 思う。 

即ち 同じく 哲学 を 持ち 乍ら、 其 哲学の 為め に 作り上げ 

わずら 

る 作品が 累 いされ て、 直ちに それが 読者の 目に 見え 

透く か、 或は 自然に 作り上げられた 作品の 中へ、 其哲 



学が 畳み込まれ るかの 別れる 処は、 ほんの 僅かな 一線 

で、 其処が 呼吸 もの だと 思う。 私の 『虞美人草』 など 

は 問題に もなる まいが、 兎に角、 其 極く 幽かな 一 線の 

別れ 方に 依って、 作品と して 失敗す る 人と、 成功す る 

人と に 別れる ので ある。 

教訓的 意味 を 芸術的 作品に 依 つ て、 得る 必要 はな い 

と 云う が、 それ は、 教訓の 為め に 作品の 価値 を 曲げて 

い おのず か 

は 可け ない ので、 自然な 作品の 中から、 自 〔# 底本の 

ルビ は 「おのず 匕 ら 教訓が 浮いて 来るなら 一 向 差支え 

ない と 思われる。 で、 総ての 文芸 上の 作品 は、 或る 意 

味に 於いて、 必ず 一種の 教訓 を 持ち 来す ものである、 
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